
７　月

８　月

　福岡県では、７月を「同和問題啓発強調

月間」と定め、県下一斉に部落差別をなくし、

一人ひとりの人権が大切にされる明るい社

会を築くために、県民あげての啓発活動に

取り組んでいます。

　本町においても、町民一人ひとりが同和

問題の解決を自らの課題としてとらえて、

身の回りの差別を見抜き差別を許さない意

識の、徹底を図る町民運動月間として取り

組んでいます。

　　作：　井上ひさし～二人芝居～

出　演：　山本かずよし　木本トモ子

●日　時　　　８月７日 (日 )

　　　　　　　12:30～開場

　　　　　　　13:00～開演

●会　場　アザレアホール須恵

●入場料　無料

た な ば た ●椎 け い 子
●吉 松 幸 子
●宮 本 共 子

●綿 貫 美 由 紀
●吉 松 喜 美 子
●小 川 マ ユ ミ
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No.456

SUE TOWN COMMUNICATION SPACESUE TOWN COMMUNICATION SPACE

１４日（木）高齢者学級

　７日（日）演劇「父と暮せば」
                 12:30～開場　13:00～開演
２１日（日）町立図書館創立10周年記念行事
                 内田麟太郎　講演会
                 13:15～開場　13:45～開演
２８日（日）鼓舞志主催　和太鼓舞台
                 12:00～開場　12:30～開演
　　　　　　問合せ先　鼓舞志事務局　 090-9659-9089(三角)

アザレアホール須恵企画

舞台「父と暮せば」

７月は
同和問題啓発強調月間です

訂正お詫び
　広報６月号で折り込みました「須恵町サークル案内」で、次

の箇所に誤りがありましたので訂正いたします。

　また関係者のみなさまには、ご迷惑をおかけしましたことを、

深くお詫びいたします。

●須恵バッファローズのサークル名

　正　須恵バッファローズ（硬式野球）

　誤　須恵バッファローズ（軟式野球）

ぜひご覧ください

原爆投下から60年…未だに消えない心の傷

底なしの絶望からよみがえる

　　　父と娘の魂のふれあいを描きます

底なしの絶望からよみがえる

　　　父と娘の魂のふれあいを描きます

この広報誌は、森林保護のため再生紙を 
使用しています。
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と
よ
し

　
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
、
７

月
20
日(

水)

か
ら
31
日(

日)

ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

に
交
通
安
全
の
知
識
を
普
及
し
て
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
て
も
ら
う
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
交
通
事
故
を
な

く
す
福
岡
県
県
民
運
動
本
部
が
主
唱
、

福
岡
県
や
福
岡
県
警
、
市
町
村
、
福

岡
県
交
通
安
全
協
会
な
ど
が
推
進
母

体
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
本
部
で
は
、
次
の
よ
う
な
実
施

要
綱
を
掲
げ
て
、
悲
惨
で
は
か
り
し

れ
な
い
不
幸
を
も
た
ら
す
、
交
通
事

故
の
防
止
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
を
な
く
す
運
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
運
転
す
る
人
は

・
高
齢
歩
行
者
な
ど
の
特
性
に
関
す

　
る
認
識
を
高
め
、
「
高
齢
者
へ
の

　
思
い
や
り
」
を
基
調
と
し
た
安
全

　
な
運
転
を
励
行
す
る
。

・
高
齢
運
転
者
は
、
自
分
の
運
転
能

　
力
に
応
じ
、
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転

　
に
心
が
け
る
。

▼
家
庭
や
地
域
で
は

・
身
近
に
起
き
た
交
通
事
故
を
教
訓

　
に
家
庭
で
高
齢
者
の
事
故
防
止
に

　
つ
い
て
話
し
あ
う
。

・
夜
間
、
夕
暮
れ
時
に
外
出
す
る
時

　
は
、
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
を
着

　
用
さ
せ
る
。

　▼
運
転
す
る
人
は

・
交
差
点
と
そ
の
付
近
で
は
、
ゆ
と

　
り
を
持
ち
信
号
や
周
囲
の
状
況
に

　
注
意
し
、
安
全
確
認
を
十
分
に
行

　
う
。

・
交
差
点
で
は
、
「
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ

　
プ
」
を
実
践
し
、
出
合
い
頭
と
追

　
突
事
故
防
止
に
努
め
る
。

▼
家
庭
や
地
域
で
は

・
信
号
の
意
味
や
正
し
い
横
断
な
ど

　
の
交
通
ル
ー
ル
を
話
し
合
い
、
交

　
差
点
交
通
マ
ナ
ー
の
回
復
を
図
る
。

・
交
差
点
や
そ
の
付
近
で
子
ど
も
や

　
高
齢
者
に
対
す
る
保
護
誘
導
活
動

　
な
ど
を
推
進
す
る
。

▼
運
転
す
る
人
は

・
無
謀
運
転
や
暴
走
行
為
の
反
社
会

　
性
を
自
覚
し
、
交
通
モ
ラ
ル
・
マ

　
ナ
ー
の
高
揚
に
努
め
る
。

・
車
や
二
輪
車
の
不
法
な
改
造
は
し

　
な
い
。

▼
家
庭
や
地
域
で
は

・
無
謀
運
転
や
暴
走
行
為
の
危
険
性
、

　
迷
惑
性
や
自
己
責
任
な
ど
に
つ
い

　
て
家
族
で
話
し
合
う
。

・
無
謀
運
転
を
排
除
す
る
気
運
の
盛

　
り
上
げ
と
暴
走
行
為
を
許
さ
な
い

　
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

運
動
の
基
本
　
交
通
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
の
回
復

高
齢
者
の
交
通
事
故
を

　
　
　
　
　
防
止
し
よ
う

若
者
の
無
謀
運
転
や

　
　
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

交
差
点
の
交
通
事
故
を

　
　
　
　
　
防
止
し
よ
う

６
月
定
例
議
会
　
人
事

６
月
定
例
議
会
　
人
事

　
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社
会
実
験
の

利
用
交
通
量
が
、
６
月
13
日
（
月
）

に
10
万
台
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
10
万
台
目
の
利
用
者

は
、
本
町
の
乙
植
木
区
に
事
業
所
が

あ
る
、
熊
野
製
缶
（
株
）
の
白
木
和

夫
さ
ん
と
熊
野
純
一
さ
ん
で
し
た
。

白
木
さ
ん
は
「
こ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
は
毎
日
利
用
し
て
い
ま
す
。
い

ま
ま
で
は
、
福
岡
イ
ン
タ
ー
ま
で
行
っ

て
い
た
の
で
、
こ
こ
が
で
き
て
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
、
北
九
州
方

面
へ
の
入
口
ゲ
ー
ト
が
出
来
た
ら
い

い
で
す
ね
。
私
た
ち
が
10
万
台
目
と

い
う
こ
と
で
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
受
付
期
間
　
７
月
 15
日
（
金
）
〜 

　
８
月
31
日(

水)

８
時
30
分
〜
17
時

　
15
分(

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除

　
く)

▼
対
象
者
　
須
恵
町
内
に
在
住
す
る

　
人
、
ま
た
は
、
町
内
に
所
在
す
る

　
事
業
所
。
先
着
１
０
０
台
限
定

▼
助
成
金
額
　
１
台
　
５
０
０
０
円

▼
助
成
金
交
付
条
件

①
７
月
15
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の

　
間
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購
入
装

　
着
す
る
人
や
事
業
所

②
社
会
実
験
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
ご

　
協
力
い
た
だ
け
る
人
や
事
業
所

③
一
人
に
対
し
１
回
の
み
助
成

一
事
業
所
に
対
し
１
回
の
み
助
成

▼
提
出
書
類

①
申
請
書(

役
場
企
画
課
に
備
え
付
け)

②
車
検
証
の
写
し

③
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
取
り
付
け
時

　
の
領
収
書

④
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申

　
込
書
・
証
明
書
の
写
し

※
印
鑑
と
振
込
先
の
口
座
番
号
な
ど

　
が
必
要
で
す
。
①
②
に
つ
い
て
は
、

　
申
請
時
に
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
企
画
課

９
３
２
・
１
１
５
１

申
請
受
付
　
７
月
15
日
〜
８
月
31
日
　
限
定
１
０
０
台

交差点の出合い頭事故

　
６
月
定
例
議
会
が
、
６
月
 16
日

か
ら
　24
日
ま
で
行
わ
れ
、
収
入
役
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
、

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
人
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
収
入
役

　
稲
永
　
張
美
氏(

城
山
区
・
 60
歳)

　
任
期
＝
４
年
間
（
平
成
 17
年
７

　
月
１
日
〜
平
成
 21
年
６
月
 30
日
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
今
泉
　
豊
壽
氏(

甲
植
木
区
・
 62
歳)

　
任
期
＝
３
年
間
（
平
成
 17
年
７

　
月
１
日
〜
平
成
 20
年
６
月
 30
日
）

▼
人
権
擁
護
委
員

　
安
河
内 

義
子
氏(

上
須
恵
区
・
 58
歳)

　
任
期
＝
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

　
日
か
ら
３
年
間

▼
実
験
場
所
　
九
州
自
動
車
道
須
恵
パ
ー

　
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ
Ａ
）

・
出
口
　
上
下
線
の
Ｐ
Ａ
に
設
置

・
入
口
　
下
り
線
（
熊
本
方
面
行
き
）

　
の
Ｐ
Ａ
の
み
に
設
置
（
上
り
線
（
北

　
九
州
方
面
行
き
）
の
Ｐ
Ａ
に
は
、
入

　
口
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

▼
対
象
車
種
　
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
搭
載
の

　
軽
自
動
車
・
普
通
車
の
み
利
用
可
能

　(

被
け
ん
引
自
動
車
を
け
ん
引
す
る

　
連
結
車
両
を
除
く)

▼
実
験
期
間
　
平
成
17
年
９
月
17
日(

土)

　
24
時
ま
で

▼
利
用
上
の
注
意

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
手
前
で
必
ず
一
旦

　
停
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
利
用
の
際
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
に
カ
ー

　
ド
を
挿
入
し
て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
の
み
で
の
利

　
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

粕屋警察署管内市、町別事故状況（５月末現在概数）

区分

発生件数 71 94 196 211 79 57 190 117 1,015

＋3 ＋18 ＋14 －6 －9 ＋4 －15 －22 －13

0 0 1 0 0 0 0 0 1

±0 －3 ＋1 －1 －1 －1 －1 －1 －7

75 112 225 261 107 71 242 142 1,235

－5 ＋26 ＋20 －3 －11 ＋6 －2 －27 ＋4

死者数

傷者数

前年比

前年比

前年比

計新宮町古賀市久山町篠栗町粕屋町志免町宇美町須恵町
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８月の久我記念美術館は、
６日から２８日まで造形作家・山本徹夫さんの

｢捨てられる物と自然界｣をテーマとした創作展を開きます

【
六
月
】

　
前
回
に
続
き
、
六
月
の
庄
屋
の
仕
事

で
す
。

徳
割
帳
の
提
出

  

徳
割
帳
と
田
畠
出
入
指
引
帳
を
二
十

五
日
ま
で
に
大
庄
屋
へ
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
田
畠
出
入
と
は
代
替

わ
り
や
、
質
入
れ
、
災
害
な
ど
で
持
ち

主
や
面
積
に
異
同
が
生
じ
た
時
に
、
そ

の
内
容
を
報
告
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
秋
の
収
穫
を
迎
え
、

年
貢
を
収
納
す
る
た
め
の
準
備
作
業
で

す
。

　
徳
割
帳
は
村
で
収
め
る
年
貢
の
総
量

を
、
田
畠
・
屋
敷
地
の
各
人
の
持
ち
分

に
応
じ
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
割
り
付

け
た
帳
簿
で
す
。「
徳
」
は
年
貢
を
言

い
ま
す
。

　
こ
こ
で
年
貢
に
つ
い
て
説
明
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
「
年
貢
を
〈
取

ら
れ
る
〉」
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
年

貢
は
こ
ち
ら
か
ら
持
っ
て
い
く
も
の
で

す
。「
貢
」
は
「
み
つ
ぐ
」
と
も
読
み

ま
す
。
漢
字
の
本
来
の
意
味
か
ら
も
、

年
貢
は
下
か
ら
上
へ
み
つ
ぐ
、
た
て
ま

つ
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
江
戸
時
代
の
実
際
の
あ
り
方

か
ら
も
そ
う
で
し
た
。

　
関
ヶ
原
の
合
戦
の
二
年
前
、
慶
長
三

年
（
一
五
九
八
）
六
月
に
、
石
田
三
成

が
筑
前
国
志
摩
郡
在
々
に
宛
て
た
文
書

が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
年
貢
収

納
の
原
則
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
部
で
九
項
目
あ
る
中
の
五
番
目
、

六
番
目
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
年
貢
米
五
里
ハ
百
性
持
て
可 

出

　
　
之
事

 
 
 

（
年
貢
を
納
め
る
際
、
五
里
以
内

　
　
　
は
百
姓
の
負
担
と
な
る
。）

一
、
五
里
之
外
者
、
百
性
之
隙
ニ
飯
米

　
　
を
遣
持
せ
可
　
申
事

 
 
 

（
五
里
よ
り
遠
い
場
合
は
、
農
作

　
　
　
業
の
合
間
に
運
ぶ
よ
う
に
さ
せ
、

　
　
　
必
要
な
食
事
は
支
給
す
る
。）

　
五
里
以
内
は
百
姓
の
負
担
で
持
参
す

る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
福
岡
城
下
簀
子
町
に

永
蔵
と
い
う
、
細
長
い
蔵
が
建
ち
並
ぶ

一
角
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
農
民
が
年
貢

を
運
び
ま
し
た
。

　
村
に
は
軸
帳
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
村

全
体
の
石
高
（
村
高
）
と
年
貢
率
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
一
〇
〇
〇

石
の
村
で
年
貢
率
が
五
〇
％
（
こ
れ
が

五
公
五
民
）
だ
と
す
る
と
、
五
〇
〇
石

が
年
貢
と
な
り
ま
す
。
一
石
は
三
俵
で

計
算
す
る
の
で
、
三
斗
三
升
俵
（
実
際

は
三
斗
四
升
入
っ
て
い
る
）
で
一
五
〇

〇
俵
。
一
頭
の
馬
に
は
二
俵
し
か
載
せ

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
（
馬

を
痛
め
な
い
た
め
）、
延
べ
七
五
〇
頭

の
馬
が
福
岡
永
蔵
ま
で
往
復
し
た
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
で
は
永
蔵
ま
で
の
距
離
が
近
い
、

遠
い
で
不
平
等
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
で

近
い
村
は
年
貢
率
を
高
く
設
定
し
、
遠

い
村
は
低
く
設
定
す
る
こ
と
で
、
公
平

感
を
演
出
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
村
全
体
の
年
貢
量
は
村
高
×

年
貢
率
で
算
定
で
き
ま
す
が
、
問
題
は

そ
れ
を
ど
う
個
々
人
に
割
り
振
る
か
で

し
た
。

　
そ
の
た
め
に
作
成
さ
れ
て
い
た
の
が

検
地
帳
と
名
寄
帳
で
す
。
検
地
と
は
田

畠
の
面
積
を
測
り
、
そ
こ
に
一
反
当
た

り
ど
れ
だ
け
の
米
が
取
れ
る
か
と
い
う

見
込
み
を
決
め
て
、
一
枚
一
枚
の
田
畠

か
ら
収
穫
で
き
る
米
・
大
豆
の
量
を
決

定
し
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
見
込

み
で
あ
っ
て
、
実
際
の
収
量
は
こ
れ
よ

り
も
多
く
な
っ
た
り
少
な
く
な
っ
た
り

す
る
の
で
す
が
、
多
く
な
る
（
農
民
に

は
得
に
な
る
）
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
傾

向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は

考
え
て
い
ま
す
（
で
な
け
れ
ば
、
農
民

は
承
知
し
な
い
で
し
ょ
う
）。

　
田
と
畠
の
他
に
屋
敷
地
に
も
年
貢
は

か
か
り
ま
す
。
屋
敷
地
は
畠
と
見
な
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
は

米
で
、
畠
は
大
豆
で
年
貢
量
を
書
き
上

げ
ま
す
が
、
実
際
に
は
大
豆
の
替
わ
り

に
米
で
収
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
村
に
残
さ
れ
た
米
に
余
裕

が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
検
地
帳
は
測
量
の
記
録
な
の
で
、
田

畠
の
並
び
順
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
の
人
間
の
持
つ
農
地
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
の
ペ
ー
ジ
に
バ
ラ
バ
ラ
に
記
載
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
個
々
人
の
負
担
す

る
年
貢
を
計
算
す
る
に
は
不
便
で
す
。

そ
れ
で
、
一
人
一
人
の
持
ち
分
を
一
覧

で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
直
し
た
の
が
名

寄
帳
で
す
。
現
在
の
税
の
計
算
な
ど
で

も
名
寄
せ
と
い
う
作
業
は
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
つ
い
で
に
、
一
定
の
面
積
を
持
つ
土

地
を
「
一
筆
」
と
言
い
、
そ
れ
を
分
け

る
「
分
筆
」、
合
わ
せ
る
「
合
筆
」
と

い
う
言
葉
は
、
検
地
帳
に
由
来
し
ま
す
。

検
地
帳
に
は
土
地
の
所
在
地
、
田
畠
の

ラ
ン
ク
、
面
積
、
石
高
と
所
有
者
（
年

貢
負
担
者
）
が
一
行
に
書
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
一
枚
一
枚
の
田
ん
ぼ

を
一
筆
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
習
慣
が
今
も
残
っ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

　
名
寄
帳
か
ら
各
農
民
の
持
っ
て
い
る

一
枚
一
枚
の
田
畠
の
年
貢
が
判
明
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
合
計
す
る
と
、
個
人

の
負
担
す
べ
き
年
貢
の
量
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
れ
を
書
き
込
ん
だ
の
が
徳
割
帳

で
す
。

　
災
害
で
荒
れ
地
に
な
っ
た
よ
う
な
田

畠
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
の
年
貢
は
差
し

引
き
ま
す
。
そ
う
し
た
異
同
が
あ
る
た

め
に
、
毎
年
徳
割
帳
を
作
成
し
、
確
認

す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
徳
割
帳
に
記
さ
れ
た
各
人
の
年
貢
高

を
、
一
人
ず
つ
書
き
出
し
て
本
人
に
手

渡
し
て
お
き
ま
す
。
こ
れ
が
年
貢
の
通

知
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
に
年
貢
収
納

が
始
ま
る
と
、
皆
済
（
年
貢
を
納
め
終

わ
る
）
ま
で
通
い
帳
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
収
め
る
た
び
ご
と

に
年
貢
の
残
高
が
い
く
ら
と
書
き
込
ま

れ
て
い
て
、
最
後
に
す
べ
て
を
収
め
終

わ
っ
た
時
点
で
、
合
計
額
に
庄
屋
が
印

を
押
し
、
皆
済
の
証
明
と
す
る
（
領
収

書
と
な
る
）
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

な
が
く
ら

な
よ
せ

い
っ
ぴ
つ

が
っ
ぴ
つ

か
い
さ
い

レ

で
い
り
さ
し
ひ
き

は

レ

１９８７年

１９００年

１９９２年

１９９３年

１９９７年

あらお造形展（熊本県立美術館）

アートドキュメント展（北海道立美術館）

第６回釜山青年ビエンナーレ（韓国・釜山文化会館）

九州現代美術展（福岡市美術館）

手で触れて見る作品展（佐賀県立美術館）

主な出展歴

　山本さんは、１９５９年生まれ。熊本県荒尾市在住。九州産業大学

美術学科卒。大学で専攻した絵画に飽き足らず、キャンバスに木の実

や割り箸などをコラージュしたのがきっかけで、次第にキャンバスを

離れて、インスタレーション（注釈）へと発展しているものです。

　当館での個展は２回目。今回は、使わなくなったビデオテープや木、

竹、カヤなどを使い、その製作過程をみなさんにお見せするものです。

公開予定は8月6・7・12・16・17日。ユニークな創作

展になりそうです。

―――　ものづくりの姿勢は、こうありたいと思う精神

から生まれます。作品は自由なイメージで見ていただき

たいです。心の中に何か“ストーン”と落ちるものを表

現したいと思います。　―――

山本徹夫

注釈　インスタレーション＝一般的に設置することを意味する普通名詞。70年

　　　代以降、「絵画」や「彫刻」といった指示句では一括できない作品を指

　　　示する際に、多く用いられるようになった用語である（現代美術用語集）。

山本 徹夫 展

濱本 重和　展
　　　　　7月９日(土)～２４日(日)

（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入場無料）

７ 月 の 企 画 展

アンデルセン生誕200年におくる

『おはなしの夕べ』
……富原美智子さんをおむかえして……

と　き　７月23日(土) 18:30～（無料）
ところ　久我記念美術館

須恵おはなし会

( )
8月企画展 6日(土)～28日(日)
月曜休館・１３日～１５日休館・入場無料

100
町文化財専門委員　石瀧　豊美

江戸時代へようこそ（11）

＝ 村の一年（続き） ＝
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デメリットは正しい飼い方・
しつけでほとんど改善ができます
デメリットは正しい飼い方・

しつけでほとんど改善ができます
　犬は、人間よりも４～５倍のスピードで年をとり

ます。また、人間にとっては、「誕生・子育て・死・

共同生活・社交性など」、人生の大切なことを教えて

くれる先生です。

大切に育ててあげましょう。

　
ム
ク
ゲ
。「
道
端
の
ム
ク
ゲ
は
馬
に

食
わ
れ
た
り
」
と
松
尾
芭
蕉
の
句
を

上
げ
ま
し
た
。

　
馬
が
好
ん
で
食
べ
る
の
か
、
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。「
暑
い
夏
の
道
端
に

あ
っ
た
ム
ク
ゲ
の
木
を
馬
が
食
べ
て

い
る
よ
、
喉
が
乾
き
、
腹
も
へ
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　
私
も

同
じ
な
ん
だ
け
ど
な
あ
。」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
　
暑

い
夏
の
道
端
で
、
誰
も
が
感
じ

る
こ
と
を
句
に
し
て
い
ま
す
。

炎
天
下
の
ム
ク
ゲ
の
花
は
何
色

で
あ
っ
た
ろ
う
か
？
　
と
想
像

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ム
ク
ゲ
は
白
・
ピ
ン
ク
・
青

紫
と
そ
の
中
間
色
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
と
同
じ

仲
間
で
、
よ
く
見
る
と
花
の
形

な
ど
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

芙
蓉
も
同
じ
仲
間
で
、
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
咲
き
ま
す
。

　
ム
ク
ゲ
と
芙
蓉
は
よ
く
似
た
花
で

す
が
、
区
別
は
葉
で
す
る
の
が
簡
単

で
す
。
芙
蓉
の
大
き
な
葉
に
対
し
て
、

ム
ク
ゲ
の
葉
は
小
型
で
す
。
花
は
典

型
的
な
一
日
花
で
、
朝
咲
き
夕
方
に

は
し
ぼ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
樹
形
の
ま
ま
に
多
く
の
花
を
付
け

て
い
る
木
を
見
ま
す
と
、
大
変
綺
麗

で
す
。
私
は
、
ム
ク
ゲ
の
花
を
思
う

と
き
に
は
、
ど
う
し
て
も
夏
の
昼
下

が
り
を
連
想
し
、
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
や

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

　
町
内
に
も
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
以
前
、
美
術
館
の
上
り
口

に
珍
し
い
肉
色
の
花
を
付
け
る
、
ム

ク
ゲ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
根
元
か
ら
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　（
自
然
教
育
林
事
務
局
長
）

　
　
　   

◇
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不
思

議
な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き
な
ど

木
に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い
話
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　

９
３
２
・
６
３
１
２

擂

り

鉢

と

擂

り

粉

木
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擂
り
鉢
は
、食
品
を
入
れ
て
、

す
り
こ
ぎ
で
す
り
つ
ぶ
す
の
に

用
い
る
、日
本
独
特
の
調
理
器
具
、

漏
斗
状
の
重
い
土
焼
き
製
で
内

側
に
す
じ
め
が
あ
る
。

　
擂
り
粉
木
は
、擂
り
鉢
で
物

を
す
り
つ
ぶ
す
と
き
に
用
い
る
棒
。

山
椒
の
木
や
桐
が
も
ち
い
ら
れ

る
と
あ
り
ま
す（
大
辞
林
）。

　
こ
れ
を
見
て
思
い
出
し
た
の
は
、

〝
冷
汁
〞
で
す
。夏
に
な
る
と
お

ふ
く
ろ
が
よ
く
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
、こ
の
冷
汁
の

起
源
は
鎌
倉
時
代
で
、僧
侶
に
よ
っ

て
全
国
に
流
布
し
た
と
あ
り
ま

す
。宮
崎
県
の
代
表
的
な
郷
土

料
理
と
も
。

　
今
は
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
が
、

我
が
家
の
は
、イ
リ
コ
を
焼
い
て

す
り
つ
ぶ
し
た
味
噌
仕

立
て
、青
じ
そ
や
白
ゴ
マ
、

薄
く
切
っ
た
キ
ュ
ウ
リ

も
入
っ
て
い
ま
し
た
。こ

れ
を
ご
は
ん（
麦
飯
）に

か
け
て
よ
く
食
べ
ま
し
た
。

　
食
欲
の
な
い
暑
い
時

期
に
は
冷
た
く
て
絶
品
、

美
味
で
し
た
。二
杯
、三

杯
と
お
代
わ
り
し
た
の

を
憶
え
て
い
ま
す
。

               

（
館
長
）

す

ろ
う
と

す

こ

ぎ

ば
ち

　
近
年
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
、
環
境
に
つ
い
て
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
も
、
多
種
多
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
か
ら
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
、
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　犬が好きな人ばかりではありません。犬が嫌いな人にとって
は放し飼いされている犬など、とても恐ろしい存在です。
　また、犬のフンについての苦情（自分の家の前にはフンを
させないのに、道路や他人の家の前にはさせる！・・・臭い！・・・
自分のことばかりで、責任感がない！・・・犬の毛をブラッシ
ングし、そのまま放置するなど）が年々増えています。

　まず、自分のことばかりではなく、犬が嫌いな人や相手のこ
とを考えて、他人に迷惑や危害をおよぼすことのないように、
十分な心配りと正しいしつけが必要です

　愛犬も社会の一員です。きちんとしつけをして他

人に迷惑を掛けないようにしましょう。正しいしつ

けは、飼い主と愛犬の信頼を深めます。

　愛犬もいつかは亡くなります。最後を看取ってあ

げることは、ゆるぎない信頼を寄せてくれた愛犬へ

の恩返しです。

　敷地内でつなぐか、逃走しないよう柵などを設置して飼

いましょう。万一、放し飼いにより他人を傷つけたりする

と大変です！放し飼いは、条例で禁止されており、散歩の

ときも、引き綱を付けて行いましょう。

　散歩中の愛犬のフンは必ず後始末しましょう。犬は、自

分で片付けることはできません。飼い主が責任を持って、

持ち帰りましょう。

　狂犬病は、人間にも感染し、発病した場合は１０

０％死亡するという恐ろしい病気です。狂犬病予防

注射は毎年１回、登録は生涯に１回行うことが義務

付けられています。

　須恵町では、毎年４月および５月に町内数会場で、

狂犬病予防注射の実施、および畜犬登録を行なって

います。実施日程などは、広報紙でお知らせしてお

ります。お電話など ( 役場保健環境課　 932-

1151)でもご確認ください。

　繁殖を望まない場合には、

飼い主の責任で繁殖の制限を

しましょう。不妊･去勢手術は、

犬に害があるものでなく不幸

な犬を作らないための最良の

方法です。また、手術を受け

ることにより、次の利点があ

ります。

オ ス

メ ス

１年で・・・・・・・・・・人間でいうと約17歳
２年で・・・・・・・・・・人間でいうと約24歳
３年以降・・・・・・・・・人間でいうと約４歳の
　　　　　　　　　　 　　　 ペースで年をとります

犬の成長 (犬の種類などにより差があります)

る 

　
ふ

　
犬
の
祖
先
は
狼
と
い
わ
れ
て
お
り
、
群

で
生
活
す
る
動
物
で
し
た
。

　
犬
は
、
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た

初
め
て
の
動
物
で
、
石
器
時
代
か
ら
共
存

し
て
き
ま
し
た
。

　
犬
は
、
人
間
の
約
６
０
０
倍
の
嗅
覚
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
猛
獣
や
外
敵
が
近
づ
く

と
、
人
間
よ
り
も
先
に
気
づ
き
、
人
間
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
犬
と
共

存
す
る
ま
で
の
人
間
は
、
猛
獣
や
外
敵
の

心
配
に
さ
ら
さ
れ
、
現
代
の
人
間
と
比
べ

極
端
に
睡
眠
時
間
が
少
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
犬
を
飼
う
（
共
生
す
る
）
こ

と
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
・
・
・

・かわいい、癒される
・寂しさがやわらぐ・番犬になる

・人に吠える・噛みつく
・人を追いかける・放浪する
・どこにでもフン、尿をする

メ リ ッ ト

メデ リ ッ ト

第
１
回　

�
人
と
犬
の
共
生
�

問題の解決は、飼い主本人の 
モラル しかありません

”
”

　●性格が温和になる●尿によ
るマーキングが減る●むだ吠えが減る●

メスを求めての家出が減る●しつけが
しやすくなる●睾丸腫瘍など多数の
病気の予防ができる

●　望まない妊娠、出産を防止
する●生理がなくなることにより

オスが寄ってこなくなる●子宮蓄膿症(４
歳以上に多発)など多数の病気の予
防ができる

七

月

の

木

の

花

七

月

の

木

の

花

二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　
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二
十
一
世
紀
の
森
づ
く
り
シ
リ
�
ズ　
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森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

 
 
 は

な
し

そこで!”犬を飼う時の6つのルール”

その一 しつけ

その二 最後まで面倒をみる

その四 不妊・去勢手術をする

その五 つないで飼う

その六 フンを持ち帰る

その三 狂犬病予防注射を接種する・畜犬登録する
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　須恵町人材センター「杖の会」では、健康で
明るく、勤労意欲のある方を募集しています。
男女年齢は問いません。
　あなたも生きがいづくりに、仲間に入って働
きませんか。時間での賃金を支払います。

●活動種目
　①家屋の掃除など　②食材などの買い物　③
　植木のせん定や草刈り、草とりなど　④簡単
　な大工、左官工事など　⑤障子、網戸の張り
　替え　⑥その他軽微な作業など
※　特に、植木のせん定が出来る方や大工、左
　官の経験者で、現役を引退された方を歓迎し
　ます。
●事務局開設日・問合せ先
　月・金曜日　　　９：３０～１６：００
　火・水・木曜日　９：３０～１２：００
　杖の会事務局　　 ９３３－２１６０

都市計画案に関する
事前閲覧および公聴会の開催について

　福岡県が作成しようとする、都市計画案に関

する公聴会の開催について、次のとおりお知ら

せします。

●対象

　　須恵都市計画道路の変更（福岡県決定）

　（３・３・１粕屋宇美線　他１路線）

●日時および会場

　７月２９日（金）　１９：００～２１：００

　アザレアホール須恵　３階大会議室

●案の事前閲覧

　７月６日（水）から２０日（水）まで（土・

　日・祝日を除く８：３０～１７：１５）の間、

　次の場所で案を事前閲覧いたします。

・福岡県建築都市部都市計画課(県庁７階)

・須恵町役場企画課(役場３階)

●公述希望の申出

　　当該都市計画に係る住民その他の利害関係

　者で公述を希望する人は、７月２０日(必着)

　までに、公述申出書を福岡県建築都市部都市

　計画課まで提出する必要があります。公述申

　出書の様式は、上記閲覧場所にあります。

　　なお、公述申出者が多数の場合は、公述人

　の選定が行われることがあります。

●その他

・傍聴

　　公述人を除き、傍聴を希望する人は、当日

　会場にて開会の３０分前から傍聴券を交付し

　ますので、受付で申し込みください。

・開催の中止

　　上記の公述の申出がない場合、この公聴会

　は中止されますので、傍聴希望者は、開催の

　有無について、事前に県ホームページ又は直

　接問い合わせにより確認してください。

●問合せ先

　福岡県建築都市部都市計画課（行政係）

　 ６５１－１１１１（内線４６４４）

　URL　http://www.pref.fukuoka.lg.jp

活動登録者募集活動登録者募集活動登録者募集

「杖の会」では、次のような活動をしています。

　　就労者・従業員一同一丸となってがん

ばっています。

　　ぜひお立ち寄りください。

　　長い時間をかけて試作を繰り返して、

７種類のクッキーを販売することにし

ました。一度は味わってもらいたい一

押し商品です。

　　就労者が共同作業してつくりあげた

冷たくておいしいゼリーです。

　　ぜひ一度ご賞味ください。

　　ご年配の方からお子様まで幅広い層

で大好評のソフトクリーム（１個200円）

は最高です。ぜひ一度ご賞味ください。

　●問合せ先

　福祉工房　　　　　　（ボランティアセンター内）

　 932-1155　FAX932-6301

☆私
たちを応援してください！

☆待
望のクッキー絶賛発売中！

☆クール
ゼリーも発売中！

☆蒸し暑い夏にお勧め！

　
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
現
在
使
用

し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
健
康

被
害
（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
　
急
性
散
在
性
脳

脊
髄
炎
）
の
因
果
関
係
を
認
定
し
、

５
月
30
日
付
け
で
「
日
本
脳
炎
の
定

期
予
防
接
種
は
積
極
的
に
勧
め
な
い

　
よ
う
に
」
旨
の
通
知
を
行
い
ま
し

　
た
。

　
　
こ
の
た
め
、
本
町
に
お
い
て
も

　
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

　
い
て
は
、
お
勧
め
し
な
い
こ
と
と

　
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

▼
日
本
脳
炎
は
、
蚊
が
媒
介
し
て
感

　
染
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
蚊
が
い

　
る
よ
う
な
戸
外
に
出
る
と
き
は
、

　
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
で
き
る
限
り

　
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
の
着
用
を
お
勧

　
め
し
ま
す
。

▼
日
本
脳
炎
の
流
行
地
域(

朝
鮮
半
島
、

　
台
湾
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど)

　
へ
渡
航
す
る
人
や
蚊
に
刺
さ
れ
や

　
す
い
環
境
に
あ
る
人
、
定
期
の
予

　
防
接
種
で
も
本
人
又
は
保
護
者
が
、

　
特
に
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
医
師
か
ら
効
果
や
副
反
応
な
ど
の

　
説
明
を
充
分
に
受
け
同
意
書
に
署

　
名
し
て
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

※
「
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
」
と
は

　
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
は
、
脳
神

経
系
の
病
気
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
副
反
応
と
し
て
は
、
非
常
に
ま

れ
に
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
症
状
は
、
接
種
後
数
日
か
ら
２

週
間
程
度
で
発
熱
や
頭
痛
、
け
い
れ

ん
、
運
動
障
害
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

▼
１
期
（
３
回
）

・
初
回
接
種
（
２
回
）
　
生
後
６
か

　
月
以
上
90
か
月
未
満
（
標
準
３
歳
）

・
追
加
接
種
（
１
回
）
　
初
回
接
種

　
後
お
お
む
ね
１
年
後
（
標
準
４
歳
）

▼
２
期
（
１
回
）
　
９
歳
以
上
13
歳

　
未
満
の
人
（
標
準
９
歳
）

▼
３
期
（
１
回
）
　
14
歳
以
上
16
歳

　
未
満
の
人
（
標
準
14
歳
）

　
詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
な
ど
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先

　
役
場
保
健
環
境
課

　 

９
３
２
・
１
１
５
１

今
後
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

予
防
接
種
法
に
基
づ
く

　
現
行
の
日
本
脳
炎
の

　
　
定
期
予
防
接
種
と
は

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
休
止
に
つ
い
て

　粕屋地区１市７町の各教育委員会では、６月か

ら来年２月にかけて「発見！かすや　粕屋の古墳」

粕屋地区文化財巡回展並びに発掘調査報告会を開

催します。

　粕屋地区における発掘調査では、新しい発見や

重要な発見が相次いでいます。特に、古墳時代の

成果については目覚しいものがあります。今回の

企画は、その遺跡や時代にスポットをあて、資料

やパネルの見学や聴取ができるように、巡回展と

報告会を行うものです。

　須恵町では、文化財巡回展を７月２６日から８

月１２日まで須恵町立歴史民俗資料館で開催します。

この機会に、須恵町だけでなく粕屋地区内の文化

財も見学してみませんか（他の巡回につきましては、

各市町の教育委員会に問い合わせてください）。

●須恵町での開催期間（巡回展）

　７月２６日（火）～８月１２日（金）

　　　　　　　（月曜休館・入場無料）

●開催場所　須恵町立歴史民俗資料館

　 ９３２－６３１２

開催市町

開催市町 会　　場 期　　日

●巡回展日程

●発掘調査報告会日程

会　　場

対象住民 募集定員

期　　日

粕屋町

志免町

須恵町

志免町

宇美町

８０人
志免町民センター

２階視聴覚室
１０月３０日（日）

古賀市
古賀市

新宮町
８０人

古賀市歴史資料館

２階視聴覚室
 １月２９日（日）

６月２１日～　７月１７日

７月２６日～　８月１２日

８月２３日～　９月１９日

９月２７日～１０月１７日

１０月２５日～１１月１３日

１１月２２日～１２月２５日

１月１５日～　２月　５日

２月１４日～　３月　６日

粕屋町立歴史資料館

須恵町立歴史民俗資料館

篠栗町立歴史民俗資料室

久山町文化交流センター

宇美町立歴史民俗資料館

新宮町歴史資料館

古賀市歴史資料館

志免町民センター

須恵町

篠栗町

久山町

宇美町

新宮町

古賀市

志免町

「発見！かすや　粕屋の古墳」
文化財巡回展・発掘調査報告会

杖の会たより杖の会たより
つえ
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消消

防防

団団

がが

合合

同同

防防

災災

訓訓

練練

をを

実実

施施

２
年
ぶ
り
の
せ
ん
定
作
業

　
平
成
17
年
度
粕
屋
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

防
災
訓
練
が
、
５
月
29
日
（
日
）
に

あ
お
ば
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
救
急
発
生
件
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
傷
病
事
案
の
内
容

も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交

通
渋
滞
の
慢
性
化
が
救
急
隊
の
到
着

遅
延
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
に
密
着
す
る
消
防
団

員
が
救
命
講
習
を
行
い
、
応
急
処
置

を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
消
防
署
救

急
隊
と
の
連
携
が
、
円
滑
に
機
能
す

る
救
急
体
制
を
築
く
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
訓
練
は
、
粕
屋
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
須

恵
町
・
宇
美
町
・
志
免
町
）
の
消
防

団
員
、
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
消
防
署
員
の
指
導
に
よ
る
普
通
救

命
講
習
が
あ
り
、
昨
年
か
ら
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
と
同
じ
応
急
手

当
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
め
ら
れ
た
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
取
り
扱
い
や
人
工
呼
吸
方
法
を
受

講
し
ま
し
た
。

　
生
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
講
習
と

あ
り
、
団
員
た
ち
は
知
識
や
技
術
を

熱
心
に
習
得
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
教
育
林
推
進
協
議
会
（
吉
松

輝
会
長
）
が
、
５
月
27
日(

金)

に

須
恵
川
沿
い
に
植
え
て
い
る
、
ふ
よ

う
の
木
の
せ
ん
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
よ
う
の
木
は
、
熊
本
橋
を

中
心
と
し
た
須
恵
川
沿
い
に
、
約
１

８
０
本
植
え
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
作

業
は
、
せ
ん
定
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
６
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
の
開
花

時
期
に
、
た
く
さ
ん
の
ピ
ン
ク
色
の

花
が
咲
く
よ
う
に
と
行
な
っ
た
も
の

で
す
。

社会を明るくする
運動強調月間

　７月は「社会を明るくする運動強調月間」です。

　この運動は、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たち

の立ち直りについて理解を深め、それぞれの立場におい

て力をあわせて、犯罪や非行のない明るい社会を築こう

とする全国的に取り組まれる運動です。

　精神保健福祉手帳をお持ちのみなさん、また

は障害年金（精神障害を支給事由とする）を受

けておられるみなさんへ。

精神障害者の方に対する
ホームヘルプサービスをご存知ですか？

精神障害者の方に対する
ホームヘルプサービスをご存知ですか？

次のようなサービス内容を行なっています。

お気軽にご相談ください

次のようなサービス内容を行なっています。

お気軽にご相談ください

宇美町・志免町・須恵町　

精神障害者居宅介護支援センター

〒８１１－２２４３　志免町志免東４－１－２

９３７－６５１０　FAX９３７－６５１３

●問合せ先　役場福祉課　 ９３２－１１５１

好
天
に
恵
ま
れ
た
運
動
会

好
天
に
恵
ま
れ
た
運
動
会

好
天
に
恵
ま
れ
た
運
動
会

ち
び
っ
こ
力
士
た
ち
が
熱
戦
を
展
開

剣
友
会
が
２
部
門
で
優
勝

　
第
28
回
少
年
相
撲
大
会
（
須
恵

町
体
育
協
会
主
催
）
が
、
６
月
12

日
（
日
）
に
須
恵
第
一
小
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
町
内
各
地
域
か
ら
30
チ
ー

ム
、
約
６
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
熱
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
盛
ん
な
声
援
や
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
上
位
３
位
ま
で
、
○
は
順
位
、
敬

称
略
）。

▼
団
体
戦
の
部
　

　
①
須
恵
Ａ
②
佐
谷
Ａ
③
佐
谷
Ｂ

▼
個
人
戦

　
▽
１
年
生
①
津
村
晃
希
（
一
番
田
）

　
②
佐
藤
大
樹
（
新
原
）
③
川
人
悠

　
汰
（
川
子
一
）
▽
２
年
生
①
田
中

　
智
也
（
上
須
恵
）
②
村
上
舜
（
川

　
子
一
）
③
黒
川
皓
平
（
一
番
田
）

　
▽
３
年
生
①
安
河
内
舜
（
上
須
恵
）

　
②
笠
井
基
生
（
大
島
原
）
③
梶
原

　
翔
（
乙
植
木
）
▽
４
年
生
①
別
府

　
尚
弥
（
山
の
神
）
②
吉
松
翔
太
（
須

　
恵
）
③
竹
下
大
貴
（
一
番
田
）
▽

　
５
年
生
①
藤
将
志
（
旅
石
）
②
藤

　
田
光
輝
（
須
恵
）
③
�
月
健
作
（
藤

　
浦
）
▽
６
年
生
①
岐
部
裕
介
（
新

　
原
）
②
安
松
聖
滉
（
乙
植
木
）
③

　
下
薗
侑
志
（
須
恵
）

▼
敢
闘
賞
　
南
米
里

▼
努
力
賞
　
山
の
神

▼
ベ
ス
ト
マ
ナ
ー
賞
　
乙
植
木

粕屋保護区保護司会須恵支部粕屋保護区保護司会須恵支部

料理のお手伝い

お部屋のお掃除

衣類の洗濯・片付け

話し相手

通院の際の付き添い同行

公共交通機関・施設の利用援助

生活に関する相談

▲須恵第三小学校
▼須恵中学校

1011

　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
、

町
内
の
小
中
学
校
で
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
（
中
学
校
・
５
月
29
日
、

小
学
校
６
月
５
日
）。

　
両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
運
動

会
と
な
り
、
各
学
校
で
趣
向
を
こ
ら

し
た
も
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
、
児
童
や
生
徒
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
に
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

　
第
三
小
学
校
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
ひ
と
つ
に
「
元
気
バ
イ
！
ふ
く
お

か
〜
被
災
を
こ
え
て
〜
」
と
題
し
た
、

５
、
６
年
生
に
よ
る
組
体
操
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
福
岡
県
西
方

沖
地
震
で
被
災
し
た
玄
界
島
の
復
興

を
願
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ま

れ
た
も
の
で
す
。

　
各
小
学
校
で
は
、
地
域
の
人
が
参

加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
ま
れ
「
地

域
の
運
動
会
」
と
し
て
も
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
各
学
校

と
も
、
熱
い
声
援
や
拍
手
が
贈
ら
れ
、

元
気
で
楽
し
い
笑
い
声
が
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

　
篠
栗
町
剣
道
会
創
立
40
周
年
記
念

少
年
剣
道
大
会
（
篠
栗
町
剣
道
会
主
催
）

が
、
６
月
12
日
（
日
）
に
篠
栗
町
合

併
50
周
年
記
念
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
須
恵
剣
友
会
が
出

場
し
て
、
小
学
生
団
体
戦
と
中
学
生

女
子
団
体
戦
の
２
部
門
で
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
粕
屋
地
区
や
福
岡
市
内

な
ど
か
ら
90
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼
優
勝
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

・
小
学
生
の
部

　
先
鋒
　
百
田
　
尚
生
（
小
５
）

　
次
鋒
　
小
林
　
大
輝
（
小
６
）

　
中
堅
　
伊
東
　
聖
弘
（
小
６
）

　
副
将
　
大
塚
　
章
雅
（
小
６
）

　
大
将
　
諸
石
　
浩
明
（
小
６
）

・
中
学
生
女
子
の
部

　
先
鋒
　
東
　
　
桃
子
（
中
２
）

　
次
鋒
　
牟
田
え
り
か
（
中
３
）

　
中
堅
　
長
澤
　
恵
美
（
中
２
）

　
副
将
　
大
高
　
　
茜
（
中
３
）

　
大
将
　
藤
野
　
志
保
（
中
３
）



平成17年１月から４月までの窃盗犯発生状況

●
住
民
登
録
と
は
関
係
な
く
、
10
月
１
日
現
在
、
ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
国
勢
調
査
は
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対

象
と
な
り
、
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
・

受
け
取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

●
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
化
へ
の
取
組
や
み

な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

●
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、

守
秘
義
務
が
あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ

ま
す
。

安全安心まちづくり粕屋地区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

～街頭犯罪等抑止総合対策の推移(１月～４月)～

須恵町須恵町
ボランティアセンター1階　（定員30人　自己負担　1回300円）

毎週 水・金 曜日の朝（10:00～12:00）は 65歳以上

　粕屋警察署においては、街頭犯罪等抑止総

合対策に取り組んでいますが、本年４月末の

街頭犯罪の発生状況は次のとおりです。
　
平
成
16
年
中
の
火
遊
び
に
よ
る

火
災
は
、
全
国
で
２
０
０
０
件
を

超
え
て
い
ま
す
。
火
災
が
起
こ
っ

た
時
、
真
っ
先
に
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
日

頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
、
火
災
の

恐
ろ
し
さ
と
火
災
予
防
の
大
切
さ

を
教
え
、
理
解
さ
せ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

火
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見
か

け
た
ら
注
意
す
る
！

子
ど
も
だ
け
で
は
火
を
取
り
扱

わ
せ
な
い
！

幼
い
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外

出
し
な
い
！

火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
火
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
教
え
る
！

マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
子
ど
も

　
応
急
手
当
普
及
員
制
度
は
、
応

急
手
当
普
及
員
を
養
成
し
、
事
業

所
な
ど
ご
と
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

を
含
め
た
講
習
会

な
ど
独
自
の
普
及
啓
発
活
動
を
行

な
っ
て
い
た
だ
き
、
応
急
手
当
を

広
く
普
及
す
る
目
的
で
設
け
ら
れ

た
認
定
制
度
で
す
。
講
習
内
容(

24
時
間)

は
、
応
急
手
当
に
必
要

な
基
礎
医
学
お
よ
び
手
技
に
関
す

る
知
識
、
指
導
方
法
な
ど
で
す
。

　
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取

得
す
る
と
、
普
通
救
命
講
習
の
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
22
日(

金)

〜
24
日

(

日)

の
３
日
間
　
９
時
〜
17
時

▼
場
所
　
中
部
消
防
署
４
階
大
研
修

室
（
粕
屋
町
上
大
隈
）

▼
費
用
　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、

講
習
に
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
を
書

店
な
ど
で
事
前
に
購
入
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

９
３
５
・
５
１
１
１

『
応
急
手
当
普
及
員
講
習
』
の
お
知
ら
せ

『
応
急
手
当
普
及
員
講
習
』
の
お
知
ら
せ

花
火
遊
び
の

　
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

花
火
遊
び
の

　
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

海
や
プ
ー
ル
で

　
　
　
　
泳
ぐ
と
き

海
や
プ
ー
ル
で

　
　
　
　
泳
ぐ
と
き

火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止

火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
防
止

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

五
年
に
一
度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
！

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

●粕屋警察署においても、年間、犯罪発生の多い

　・侵入盗(住宅対象)・自動車盗・オートバイ盗・

自転車盗・車内荒し・部品盗・自動販売機荒し

　の犯罪を抑止する活動を行なっています。特に、

夜間パトカーにより、赤色灯を点灯して警戒し

ています。

●「自分たちの町内は、自分で守る」との意識を

持ち、犯罪発生防止に努めましょう。

●住民のみなさまも被害にあわないように心がけ

ましょう。

●被害にあったら、すぐ１１０番しましょう。

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会

　 ９３９－０１１０（内線２６１・２６２）

　
花
火
は
夏
の
楽
し
み
の
一
つ
で

す
が
、
ひ
と
つ
ま
ち
が
え
る
と
大

変
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
広
く

て
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
！

風
の
強
い
日
は
中
止
す
る
！

子
ど
も
だ
け
で
絶
対
に
花
火
を

し
な
い
！

花
火
を
す
る
前
に
注
意
書
き
を

必
ず
読
む
！

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
！

　
じ
り
じ
り
と
太
陽
が
照
り
つ
け

て
、
水
の
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
泳
ぐ
と
き
に
は
、
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
は
け
っ
し
て
泳
が
な
い
！

泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を

す
る
！

体
の
調
子
が
悪
か
っ
た
ら
泳
が

な
い
！

時
ど
き
水
か
ら
上
が
っ
て
休
け

い
す
る
！

水
の
中
で
は
ふ
ざ
け
な
い
！

区 分
平 成
17年
4月末

平 成
16年
4月末

対 比

82

17

7

1

4

7

18

14

113

6

14

2

4

8

28

23

ー31

11

－7

－1

0

－1

－10

－9

窃盗の
総 数

侵入盗

部品盗

自動車
盗

オート
バイ盗

自転車
盗

車上狙
い

自販機
ねらい

須恵町

平 成
17年
4月末

平 成
16年
4月末

対 比

1,407

129

111

40

66

128

298

169

1,656

134

162

52

103

158

419

178

－249

－5

ー51

－12

－37

－30

－121

－9

粕屋地区

平 成
17年
4月末

平 成
16年
4月末

対 比

26,949

2,628

1,907

687

1,923

3,270

6,035

2,026

35,024

3,278

2,363

1,066

2,313

4,172

9,582

2,291

－8,075

－650

－456

－379

ー390

－902

－3,547

－265

県下

花
火
を
す
る
時
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
の
手
の
届
く
所
に
置
か
な
い
！

申込み・問合せ先
須恵町
社会福祉協議会
 933-2160

＊
＊
＊
夏
の
間
の
い
ろ
ん
な
注
意
＊
＊
＊

13 12



「花の名前」
高橋　順子　文
佐藤　秀明　写真
小学館

「ドラゴンランス魂の戦争　第一部　上」
マーガレット・ワイス　著

アスキー

「ふしぎの森のヤーヤー」
内田　麟太郎　作
高畠　純絵
金の星社　

「こちょばここちょばこ」
中川　ひろたか　文
村上　康成　絵
ひかりのくに

　呪われた谷で嵐の中現れた
謎の少女ミーナの力で、巨竜
勢に分割支配された世界が今、
大戦乱へと動き始める。世界５
千万部シリーズの冒険ファン
タジー。

　体は子ブタみたいで耳はウ
サギみたいな男の子ヤーヤー
はふしぎの森に住むモニモニ
一家の男の子です。歌いながら
さんぽが大好きです。♪さんぽ
　さんぽ　二歩でもさんぽ　さ
んぽ　さんぽ　千歩でもさんぽ
♪今日はだれと遊ぶのかな？

　おひざがかわいい、いいこ。
こちょばここちょばこ・・・。あかちゃ
んの大好きななでなでや、こちょ
こちょがくり広げられます。シン
プルで洗練された構成と絵です。

　中国から伝わった暦である「二十
四節気」や「七十二候」では、少しず
つ移りゆく季節をそれぞれに特徴の
あることばで表している。その暦に
のせて花の名前４０２語を集めて、
カラー写真・詩・エッセイで綴ってい
る。失われつつある季節の手触りを
ことばで感じることのできる一冊。

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　平成16年9月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
月日を裏書）、保護者のメッセージ（70字以内、居住区、
保護者の氏名、第何子を明記）
※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホームページの中の「広
報すえまち」で公開されますので、その旨了解の上申し込みください。
なお、写真は返却しません。
●締切日　7月29日（先着10人まで）
●問合せ先　役場企画課　 932-1151

山本　太陽 ちゃん
（Ｈ１６．７．１１生まれ）

たいよう

「お誕生日おめでとう。これからも
笑顔いっぱいの人生を歩いていける
ように、パパとママは応援していま
す。頑張れ！太陽！」
新原区（雄一郎･理恵　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

高尾　俊貴 ちゃん
（Ｈ１６．７．２４生まれ）

「俊くん、お誕生日おめでとう！パ
パとママと優くんのとこに産まれて
きてくれてありがとう。これからも
お兄ちゃんと仲良く元気に育ってネ 」

新原区（保志･久美　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

重　拳斗 ちゃん
（Ｈ１６．７．２０生まれ）

けんと

「お誕生日おめでとう。お姉ちゃんから
鍛えられているからとってもたくましい！
今後の成長が楽しみ。拳ちゃんの為にお
母さんもいろいろ頑張るからね 」
昭穂区（隼人･亜希子　第２子）

メッセージメッセージメッセージ

竹川　歩睦 ちゃん
（Ｈ１６．７．４生まれ）

「お誕生日おめでとう！あっという
間に１歳だね。おしゃべりな歩睦ちゃ
ん、これからも元気よく笑顔いっぱ
い大きくなろうね」
甲植木区（一則･洋子　第１子）

●日　時　７月２１日（木）９：４０～受付

　　　　　１０：００～１１：００

●場　所　ボランティアセンター　３階

●対象者　１歳以上の幼児と保護者

●その他　動きやすい服装でお越しください

●日　時　７月２９日（金）１０：００～受付

　　　　　１０：２０～１２：００

●場　所　ボランティアセンター　３階

●対象者　０歳の乳児と保護者

●持参品　母子健康手帳・バスタオル・

　　　　　お手ふき・ティッシュペーパー

メッセージメッセージメッセージ

矢野　愛果 ちゃん
（Ｈ１６．７．２９生まれ）

あいか

「一言　すくすくと元気に育って
ね！！」

上須恵区（智宏･奈美絵　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

下川　弥華 ちゃん
（Ｈ１６．７．１２生まれ）

「お誕生日おめでとう 弥華の日々の
成長にはいつも驚かされます。弥華に
対する願いは１つです。人を想いやる
事のできる心優しい子に育って下さいね」
南米里区（寿彦･留美　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

中尾　太一 ちゃん
（Ｈ１６．７．２３生まれ）

たいち

「お誕生日おめでとう！あっという
間に１歳になったね。ちょっぴり甘
えん坊な太一だけど、これからも元
気にたくましく育ってね。」
乙植木区（貴･こず恵　第１子）

メッセージメッセージメッセージ

としき

月日 水火 金 土木７
月

13

20

27

14

☆21

28

15

22

29

12

19

26

☆16

☆23

30

10

17 

24

31

11

18

25

8
月

月日 水火 金 土木

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

☆18

25

5

12

19

26

6

☆13

☆20

☆27

7

14

21

28

みはな

あゆむ

ゼルエンゼルエンゼルエンゼルエン
サロンサロンサロンサロンサロンサロンサロン

ぴよぴよぴよぴよぴよぴよぴよぴよ
サロンサロンサロンサロンサロンサロンサロン

図
書
館
だ
よ
り
町 立
図 書 館

932
・

6364

ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介ほ　ん　の　紹　介

須恵町立図書館開館１０周年記念講演会

内田麟太郎さんプロフィール

ヤングアダルト

赤ちゃん絵本

一 般 書

児 童 書

☆あかちゃんおはなし会
　（各日とも１０：３０～）7月21日（木）・8月18日（木）

☆おはなし会
　（各日とも１４：００～）7月16日（土）・8月13日（土）・20日（土）

☆工作教室
　（各日とも１４：００～）7月23日（土）・8月27日（土）

●日時　８月２１日（日）　　　入場無料
　　　　１３：1５～開場　１３：４５～１５：３０
●場所　アザレアホール須恵　大ホール

１９４１年、福岡県大牟田市に生まれる。おもな絵本に「さかさまライオン」
（絵本にっぽん賞）「がたごとがたごと」（日本絵本賞）「うそつきのつき」（小
学館児童出版文化賞）「おれたち、ともだち！」シリーズなど多数。

●毎月最後の木曜日は蔵書点検のため休館いたします。●８月２１日(日)１２：００～特別休館します。
●夏休み期間【７/２１日（木）～８/２８(日）】は、月曜日も開館します。

○印は休館日です。
須恵町立図書館開館10周年記念講演会
　内田麟太郎講演会

～ひるねぼんやり絵本ができた～
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自衛官
　航空学生

●受験資格　高卒（見込含）

　２１歳未満の人

●受付期間　

　８月１日（月）～９月８日（木）

●第一次試験　９月２３日（金）

　一般曹候補学生

●受験資格　

　１８歳以上２４歳未満の人

●受付期間　

　８月１日（月）～９月８日（木）

●第一次試験　９月１７日（土）

　曹候補士

●受験資格　

　１８歳以上２７歳未満の人

●受付期間　

　８月１日（月）～９月８日（木）

●第一次試験　９月１７日（土）

　二等陸・海・空士

●受験資格　

　１８歳以上２７歳未満の人

●受付期間　

　８月１日（月）～９月８日（木）

●試験日　

　９月２５日（日）・２６日（月）

　問合せ先

　福岡募集案内所（担当：鈴木）

　 ６０７－４８２６

福岡県職員採用
●受験資格　・昭和４５年４月２日

　～同５１年４月１日生まれの人・民

　間企業などにおける職務経験を５年

　以上有する人(平成１７年６月末現在)

●受付期間　

　７月２５日（月）～８月５日（金）

●第一次試験日　９月４日（日）

●申込み・問合せ先

　福岡県人事委員会事務局

　 ６４３－３９５６

介護支援専門員
実務研修受講

●試験日　１０月２３日（日）

●試験会場　第一経済大学（太宰府

　市)他県内２会場

●受験申込書の配布時期・配布場所

　７月下旬（予定）・粕屋保健福祉環

　境事務所、県庁介護保険課（２階）、

　福岡市情報プラザ（市役所１階）、

　アクロス福岡（２階文化観光情報ひ

　ろば）など

●受験申込期間

　８月１日（月）～８月３１日（水）

●問合せ先

　福岡県保健福祉部介護保険課

　 ６４３－３３２２

海上保安学校学生採用
●受験資格　昭和５７年４月２日以

　降に生まれた人で　①高等学校を卒

　業した人および平成１８年３月まで

　に卒業見込みの人　②中等教育学校

　を卒業した人および平成１８年３月

　までに卒業見込みの人　③高等専門

　学校の第３学年の課程を修了した人

　および平成１８年３月までに修了見

　込みの人　④高等学校卒業程度認定

　試験(廃止前の大学入学資格検定を

　含む。)に合格した人など人事院が①、

　②に掲げる人と同等の資格があると

　認める人

●受付期間

　７月１９日（火）～８月２日（火）

●第一次試験日　９月２５日(日）

●申込み・問合せ先

　福岡海上保安部

　 ２８１－５８６６

入国警備官採用
●受験資格　昭和５７年４月２日～

　同６３年４月１日生まれの人

●受付期間

　７月１９日（火）～８月２日（火）

●第一次試験日　９月２５日(日）

●申込み・問合せ先

　法務省福岡入国管理局総務課

　 ６２３－２４００

福岡空港の現状と
課題などに対するご意見
　福岡空港調査連絡調整会議（国、福

岡県、福岡市で構成）では、福岡空港

について総合的な調査を進めておりま

すが、今回、最初の情報提供として、

福岡空港の現状と課題などについてお

知らせし、８月中旬から、これに対す

るご意見を募集することとしています。

　また、福岡空港の見学会や県内各地

域での説明会、資料展示など様々な催

しも実施します。

●問合せ先　

・福岡県空港対策局空港計画課

　 ６４３－３１７２

　FAX６４３－３２１７

・福岡市総務企画局空港推進担当

　 ７１１－４１０２

　FAX７３３－５５８２

『ありがとう「水」ふれあい
交流会』参加者

　福岡都市圏「水」キャンペーンの一

環として、福岡都市圏に住む子どもた

ちを対象に開催します。

●日時　８月５日（金）

　９：００～１６：００

●集合解散場所　ＪＲ博多駅

●施設見学場所　

　海水淡水化施設など

●応募資格　福岡都市圏在住の小学

　5年生～６年生

●応募人数　４５人

　（原則として保護者の参加はできま

　せん。応募多数の場合は抽選となり

　ます。）

●応募方法　官製はがきまたはファ

　クスにて応募者全員の ①郵便番号

　②住所 ③氏名（ふりがな）④電話

　番号(緊急連絡先) ⑤学校名 ⑥学年

　を記入のうえ申し込んでください。

●参加費　無料（昼食、飲み物は事

　務局で準備します）

●応募・問合せ先

　福岡都市圏広域行政事業組合事務局

　(〒８10－8620　福岡市中央区天神

　１－８－１　福岡市役所内)

　 ７３３－５００４

　FAX７３３－５００５

福岡県民さわやか
マラソン大会

●日時　

　１１月２０日（日）１０：００～

●場所　福岡市東区西戸崎　

　海の中道海浜公園

●募集人員　２，０００人

●参加資格　小学生以上

●競技種目　・１ｋｍ、２ｋｍ、５  

　ｋｍ、１０ｋｍ（男女別および学年・

　年齢層別）・１ｋｍと２ｋｍは親子

　ペア種目があります。

●参加料　・一般３,０００円、高　

　校生以下１,０００円、親子ペア３，

　５００円・ダブルエントリー（一般

　１,０００、高校生以下５００円追加）

●申込書設置場所　（社）福岡県

　青少年育成県民会議、アクロス福岡、

　福岡市情報プラザ、福岡市各区役所

　など

●申込み期限　１０月１７日（月）

●申込み・問合せ先

　福岡県民さわやかマラソン選手受

　付事務局

　 ７３９－１４４７

「行方不明者を捜す
相談所」の開設

　福岡県警では「行方不明者を捜す相

談所」を開設します。

●相談の内容　・遺書や日常の言

　動から自殺しているかもしれない・

　病弱、老齢、年少などのため、何ら

　かの事故にあっているかもしれない・

　犯罪の被害者となっているおそれが

　ある

●相談所開設期間　８月１１日（木）

　～８月１５日（月）（土、日曜日も

　開設しています）

　９：００～１６：００

●相談所開設場所　福岡県警察本

　部１階１４４会議室

　（博多区東公園７－７　県庁の隣）

●問合せ先　

　福岡県警察本部刑事部鑑識課

　 ６４１－４１４１　内線４６６

　８（夜間内線４６１７）

福祉の職場合同就職
面談会

●日時　８月５日（金）

　１０：３０～１６：００

　(受付１０：００～１５：００)

●会場　クローバープラザ大ホール

　他（春日市原町３－１－７　JR春日駅前）

●対象者（求職者）　社会福祉施設

　などへの就職希望者および平成１

　８年３月末卒業予定の学生（高校

　生の参加は不可）

●面談会概要　①福祉施設などと

　求職者との就職面談コーナー②求

　職相談・求職登録コーナー③福祉

　関係資格相談コーナーなど

●参加費　無料

●問合せ先　福岡県社会福祉協議

　会福祉人材・情報部　福祉人材課

　 ５８４－３３１０

試　験

募　集

お知らせ
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貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえまち」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　☎９３３－２１６０

水　道　当　番
　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道
管の破裂、漏水などが発生した場合は、まず
元栓を締めて、下記日程の指定業者まで至急
ご連絡ください。

月　　　日 当 番 業 者 電　話

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

7月

8月

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(上須恵)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(有)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

16 

18 

20 

22 

24 

26 

28

30

1

3 

5 

7 

9 

11 

13 

15

17 

19 

21 

23 

25 

27 

29 

31 

2 

4 

6 

8 

10 

12 

14 

16

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　☎ 933-2160

区分

7月

8月

健康・子育て・児童相談

19日 (火 )

2日 (火 )

行政・人権・心配ごと相談

－

4日 (木 )

障害者相談

26日 (火 )

9日 (火 )

高齢者相談

20日 (水 )、27日 (水 )

3日 (水 )、10日 (水 )

弁護士相談（要予約）

21日 (木 )、28日 (木 )

11日 (木 )

月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科

7月

8月

17日

18日

24日

31日

7日

14日

15日

合屋クリニック（志免）

上野外科病院（志免）

片井整形外科（粕屋）

須恵外科（須恵）

古川整形外科（宇美）

仲原病院（志免）

栄光病院（志免）

936-5839

935-0316

938-4860

936-2355

932-0050

621-2802

935-0147

休　日　当　番　医

※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問い合わせ先

福岡県医療機関情報センター

☎471-0099

粕屋南部消防本部

☎935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆8月のカレンダー

火

月

水

8

10

2

日7

３歳児健診
（平１４年7月生）

リハビリ教室

１歳６か月児健診
（平16年1月生）

保健センター

保健センター

ボランティアセンター

13:30～14:30
受　付

13:30～14:30
受　付

13:30～16:00

日 曜 行　　　事 場　所 時　間
☆7月のカレンダー

水

火26

27
高齢者医療説明会
(新規該当者のみ)

第54回 
粕屋地区体育大会

４か月児健診
（平17年3月生）

９か月児健診
（平16年10月生）

保健センター

新宮町

保健センター

保健センター

13:30～14:30
受　付

9:40受付～
10:00～11:00

13:30～14:30
受　付

8:00～開会式

月15 ８月の夜間役場は
ありません

15 金 役場窓口 17:15～20:00夜間役場

ボランティアセンターぴよぴよサロン

18 月 海の日

10:00～

木21

10:00受付～
10:20～12:00

ボランティアセンターエンゼルサロン金29

子育て支援室 内線２７３番総務課 内線３１５番

保育所の臨時保育士を

募集しています

「心と体の発達」

巡回教育相談

ノーネクタイで

地球温暖化防止運動に

参加します

平成１７年６月１日現在

（　）＝前月比

●男　性

●女　性

●合　計

●世帯数

12,657

13,078

25,735

8,993

(＋11)

(＋10)

(＋21)

(＋23)

人

人

人

戸

固
定
資
産
税
・
・
・
・
２
期
分

国
民
健
康
保
険
税
・
・
２
期
分

　環境省では、地球温暖化を防止するために、

夏のオフィスの冷房設定温度を２８度程度にす

ることを呼びかけています。この地球温暖化問

題は、国民生活全般に深く関わるもので、私た

ち一人ひとりが協力して取り組まなければなり

ません。

　このため、本町でも役場内の冷房設定温度を

２６度から２８度に変更することにより、この

問題に取り組むこととなりました。これに伴い、

職員はノーネクタイ、ノー上着などの軽装で業

務を行います。みなさまのご理解をお願いいた

します。

　保育士資格をお持ちの人を募集しています。

保育所臨時保育士
●身　　分　保育所臨時保育士

●応募資格　昭和３４年４月２日～同５９年４

　月１日生

●勤 務 地　町内町立保育所

●賃　　金　日給６，５００円(雇用保険適用有)

●条　　件　保育士資格をお持ちの人で早出(７

　時３０分から)、延長保育(１９時まで)の勤務

　ができる人

●募集期間　随時(登録制としますので、補充が

　必要な場合に、その名簿から採用します)

●提出書類　履歴書および幼稚園・保育士資格

　証明書の写し

●日時　７月２９日(金)　
　　　　９：３０～１６：００
●会場　古賀市保健福祉総合センター(サンコス
　モ古賀)　☎942-1150
●対象者　原則として就学前幼児と保護者
●相談内容　・日常生活で困っている問題・子
　どもの精神発達、発育障害に関する問題など
●相談員　・教育学教授(臨床心理士)・巡回教
　育相談員・福岡県教育センター特別支援教育
　担当指導主事

☎代表代表932-1151932-1151☎代表932-1151
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